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〔こめんとコ
マウス抗ノ¥プテン IgE抗体産生に対する
寄生虫感染による担体効果
寄生虫(嬬虫類)の感染によりレアギン型抗体の産生されることは古くから知られており， 
Taliaferroと Taliaferro (1931) および Brunner(1934) に続いて，横川ら (1955)りも
ウェステ Jレマン肺吸虫症患者血清を用いて Prausni tz-Kus tner反応をおこないこれを証明し
た。その後， Ogilvie (1964) 2) により，ある種の嬬虫を感染させたラットに比較的高い抗体価
でかつ長期間にわたりその嬬虫抗原に対するレアギン型抗体が産生されることが報告されて以
来，実験的に寄生虫を感染させた各種の動物をモデ、Jレとしての研究が続々と報告された。その
背景には， 1shizakaら (1967)によるヒトのレアギンは 19Eというユニークな新しい免疫グ
ロブリンに属するという重要な発見があったことは周知のとおりである。
ところで，寄生虫感染の場合と異なり，いろいろな抗原(寄生虫由来の抗原も含めて)を用
いて動物を免疫する場合， 19E抗体を産生させることは必らずしも容易ではなく，抗原の量，
アジュパントの種類，免疫のルート，スケジュー Jレなど種々の制約があり，また一般にたとえ
産生されてもきわめて短期間にその抗体価は減少する。 Tadaらの一連の研究は，まさにこの
点を明らかにするものであり， ラットを用いて 19E抗体産生の細胞性調節機構の存在を明ら
かにじた。つづめていうなら，抗ハプテン 19E抗体の産生を negativeに調節する suppressor
ともいうべき carrierspecificの胸腺由来 (T)細胞が存在し，その機能は， helper として
働く T細胞からのそれとは異なった可溶性物質によって mediateされているわ。
そうであるなら， なぜ寄生虫の感染によってたやすくかっ長期にわたって 19E抗体が産生
されるのであろうか。これを解明するための一つのモデルとして，われわれは次の実験をおこ
なった付。すなわち， dinitrophenylated keyhole limpet hemocyanin (DNP・KLH)1μg 
をアジュパント (A1(OH)31 mg)と共にマウスの腹腔内に注射後， 3週日に Nitpostrongylus 
brasiliensisの感染仔虫を皮下に注射，さらに 2週後に DNPを結合させた N.brasiliensis成虫
粗抗原 (DNP・Nb)1μgの腹腔内注射により二次免疫した。 N.brasiliensisは本来ラットの寄
生虫であり， Yokogawa (S.) (1920)によって記載されたものであるが， マウスにも感染する
こと，感染後 15日目頃にはほとんどの虫体は宿主の腸管より排出されてしまうことはすでに
知られている。われわれはこの寄生虫の特性を利用して，生きた寄生虫の感染が抗ハプテン 
19E抗体の産生にどのような担体効果を与えるかをみようとしたものである。その結果，この
方法で免疫したマウス (A/Jおよび BALB/c)では，抗 DNP19E抗体は二次免疫後 7日目
に 1:5120"， 1: 10240という高い抗体価に達し，以後長期にわたってその産生は持続した。こ
れに対し，感染の代りに二次担体である組抗原 (Nb)で免疫後 DNP-Nbで二次免疫した群，
あるいは DNトKLHで二次免疫した群では 19E抗体の産生はこのような高値に達すること
はなく，また早期に減少した。一方， 19G1 抗体産生の kineticsについては， これら 3群の
聞に顕著な差はなく，いずれも二次免疫後 2週目に最高値に達しその産生は持続した。すなわ
ち，N. brasiliensisの感染は， 19G1抗体の産生よりも，抗 DNP19E抗体の産生に好適な担
体効果を与えるといえる。さらに，細胞移入実験において，感染マウスより得られたリンパ球
を， DNP・KLHで免疫したマウスのそれと共にX線照射をした同系マウスに移入し DNP・Nb
で免疫すると，抗 DNP19Eおよび 19G1抗体が産生されるが，前者の細胞を抗 θ血清と補体
で前処理するとこの helperactivityは失われる。これらの事実は，N. brasiliensisの感染に
よって，抗ノ¥プテン 19E抗体の産生に好適な carrierspecificの helperT細胞の増殖が誘
導されることを示しており，同時に寄生虫自体に対して IgE抗体が容易に産生される理由の
一端を示すものと考えられる。さらに最近， 19E抗体産生に関与する骨髄由来 (B)細胞ある
いは T細胞が， ほかの免疫グロプリン産生に関与するそれらと独立して存在するかどうかが
論議されており，われわれのモデルはごの問題にも重要な鍵を提供するものと思われる。
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